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W50a Astro-E2衛星塔載カロリメータ検出器XRSの地上較正実験
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2005年初頭に打ち上げを目指す Astro-E2 衛星には、世界で初めて X線カロリメータ検出器、XRS(X-Ray
Spectrometer)が塔載される。XRS の魅力はその高い分光能力にあり、エネルギー分解能は、ASCA, Chandra,
XMM-Newton の主検出器であるX線 CCDカメラにくらべ、実に 20倍の E/dE = 1000 (6 eV@6 keV) に達す
る。また、<

∼
1 keV で同程度の分光能力をもつ grating 分光器に対し、非分散系であるXRSは広がった天体の分

光も可能であること、鉄のKα線を含む 10 keV まで感度をもつことを特長としている。XRSは 6x6 に並べら
れた 32個の独立の素子から成り、60 mK の極低温で動作させる。XRSは日米共同で開発したシステムであり、
素子部、断熱消磁冷凍機と液体ヘリウム冷凍機は、NASA/Goddard Space Flight Center(GSFC)で開発・製作
され、個体ネオン冷凍機、それら全てを収めるDewar, Dewarの外側に設置される機械式冷凍機は、宇宙研と住
友重機械工業が担当している。
XRSフライト品の地上較正実験は 2003年 12月末から 1月中旬にかけて、GSFC にて 24時間体制で行われた。
これは特に、軌道上では難しい、ゲイン変動やエネルギー分解能、ラインプロファイルといった詳細な特性を地上
で十分に調べておくことを目的としている。X線照射には、Rotating Target Sourceとよばれる回転式二次ター
ゲットをもちい、4.5–20 keVまでの特性X線スペクトルを取得した。また、特定の二次ターゲット (特にTi, Cu)
に固定してのK輝線の長時間照射や 55Feを用いた測定も行った。本講演ではこれらのデータの解析結果とXRS
フライト品の性能評価について報告する。


